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本
書
は
、二
〇
一
七
年
九
月
の
現
地
調
査
時
に
、ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
ア
ボ
リ

ジ
ニ
・
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
研
究
所
研
究
員(R

esearcher, Saibai Island Language 

and C
ultural K

now
ledge A

R
C

(D
L), AT

SIS U
nit, O

ffice of the Pro V
ice 

C
hancellor; Indigenous Engagem

ent)

で
あ
るM

r. A
l H

arvey

か
ら
紹
介
さ
れ

た
学
術
書
で
あ
る
。
非
先
住
民
の
研
究
者
の
観
点
か
ら
見
た
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
、

そ
の
逆
の
先
住
民（
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
）の
観
点
か
ら
見
た
非
先
住
民
研
究
者
と
い

う
両
方
の
観
点
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
の
学
術
書
は
、
学
究
的
世
界
と
先
住
民
経

験
の
多
義
的
な
重
複
と
矛
盾
に
悩
む
者
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
二
者
択
一
の
知
識
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
類
学
者
た
ち
が
、
先
住
民
の
こ
と
を
知
り
、
理
解
す

る
よ
う
に
な
る
う
え
で
、
そ
の
拠
り
所
と
し
て
き
た
手
立
て
を
構
築
し
た
と
も
い
え

る
非
先
住
民
に
よ
る
研
究
へ
の
単
な
る
一
般
的
な
批
判
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

を
も
超
越
し
た
域
に
ま
で
導
い
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
自
ら
が
ト
レ
ス
海
峡
諸

島
民
で
あ
る
著
者
は
、
人
類
学
が
フ
ィ
ー
ル
ド
の
学
問
に
変
わ
っ
て
い
く
う
え
で
画

期
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
八
九
九
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
よ
る
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
調
査
に
対
し
て
、
痛
烈

な
批
判
的
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
長
期
滞
在
に
よ
る
参
与
的
観
察
が
重
要
な
方

法
と
し
て
二
十
世
紀
以
降
、
多
く
の
人
類
学
者
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。N

akata

は
、
こ
の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
て
実
施
さ
れ
た
言
語

学
的
、
生
理
学
的
、
心
理
学
的
、
そ
し
て
人
類
学
的
テ
ス
ト
を
入
念
に
分
析
し
、
研

究
者
た
ち
の
方
法
論
や
解
釈
に
対
し
て
鋭
く
批
評
を
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
こ
れ

ら
の
洞
察
力
を
使
っ
て
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
教
育
に
よ
っ
て
知
識
を
蓄
積
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
最
近
の
同
様
の
研
究
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
知
識
を
体

系
的
に
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、N

akata

は
、
押
し
付
け
ら
れ
た
定
義
か
ら
解
き

放
た
れ
て
自
由
に
な
る
た
め
の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
、
そ
し
て
彼
自
ら
の
あ
が
き
を

雄
弁
に
語
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
探
検
隊
に
よ
る
理
詰
め
の
調
査
旅
行
が
い
か
に
個
人

的
で
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
読
者
に
気
づ
か
せ
る
。
彼
は
、

現
在
、
先
住
民
が
常
に
文
化
的
接
触
を
受
け
な
が
ら
住
ん
で
い
る
空
間
が
、
い
か
に

複
雑
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
こ
の
空
間
に
お
け
る
先
住

民
へ
の
責
任
あ
る
二
者
択
一
の
理
論
的
立
場
を
提
案
し
て
い
る
。

　

ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
場
合
は
、
異
な
る
島
の
島
民
同
士
で
結
婚
し
た
り
、
他
の

場
所
へ
移
り
住
ん
だ
り
し
て
、
血
縁
関
係
は
極
め
て
複
雑
で
、
祖
先
が
、
南
太
平
洋
、

中
国
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

出
身
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
日
本
人
の
場
合
、
そ
の
多
く
が
戦
前
に
西
オ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
を
知
る
た
め
の
五
冊

濱
嶋
　
聡
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テーマ書評

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
ル
ー
ム
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
北
部
の
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
と
の
間
の
海
峡
で
あ
る
、
ト
レ
ス
海
峡
内
の
木
曜
島(T

hursday Island)

、
北
部

準
州
州
都
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
へ
真
珠
貝
採
取
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
渡
っ
た
主
に
和
歌
山
県

紀
南
（
旧
西
牟
婁
郡
、
旧
東
牟
婁
郡
：
現
田
辺
市
、
現
串
本
町
）
出
身
者
で
あ
る
。

な
か
で
も
中
田
、
柴
崎
と
い
っ
た
名
前
は
一
般
的
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
、
二
〇
一

七
年
と
現
地
調
査
の
た
め
に
お
世
話
に
な
っ
た
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
最
北
端
、
ヨ
ー

ク
岬
の
五
つ
の
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
、
バ
マ
ガ(Bam

aga)

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
市
長

も
、
彼
の
母
方
の
祖
父
（
マ
レ
ー
シ
ア
人
）
の
親
族
が
、N

akata

（
現
地
で
は
、「
な

か
ち
」
と
発
音
）
と
い
う
日
本
人
で
あ
る
。
彼
の
祖
父
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
、
そ

の
間
に
生
ま
れ
た
母
親
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
（
彼
の
父
親
）
と
結
婚
し
、
彼
自
身
の
妻
は

ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
十
月
十
日
、
龍
谷
大
学
に
て
開
催
さ
れ

た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ“ R

ethinking Interaction betw
een 

Indigenous Traditional K
now

ledge and M
odern K

now
ledge”  （「

伝
統
知
」
と

「
近
代
知
」
の
相
互
作
用
―
先
住
民
族
の
自
然
と
文
化
に
関
す
る
伝
統
知
を
手
掛

か
り
と
し
て
）」
で
の
招
聘
発
表
者
で
あ
る
作
者
、M

artin N
akata

氏
に
、
木
曜
島

の
バ
マ
ガ
市
長
の
親
族
の
墓
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
墓
に
刻
ま
れ
た

市
長
の
親
族
名“ N

akata”

と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
親
戚
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
氏
の
母
親
は
、
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
、
父
親
は
、
日
本
生
ま
れ

の
日
本
人
で
あ
る
。
現
在
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
、
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
のJam

es 

C
ook

大
学
副
学
長
補
佐
（
先
住
民
教
育
・
戦
略
）
兼
ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ト
レ
ス
海
峡

諸
島
民
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り
、
高
等
教
育
機
関
に
勤
務
し
て
二
〇
年
以
上
に
な
る
。

N
akata

氏
は
、
木
曜
島
で
学
校
教
育
を
受
け
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
北
部
及
び
最
北

端
の
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
強
い
絆
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
氏
は
、
ま
た
、
博
士

号(Jam
es C

ook U
niversity)

を
取
得
し
た
初
め
て
の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
で
も
あ

る
。

　

こ
こ
で
、
学
会
に
お
け
る
こ
の
著
書
へ
の
論
評
を
紹
介
す
る
：

　

Professor N
icholas T

hom
as, U

niversity of C
am

bridge

　
「 M

artin N
akata

の
こ
の
著
書
は
、
か
つ
て
出
版
さ
れ
た
人
類
学
の
書
籍
へ
の
先

住
民
側
か
ら
の
批
評
に
最
も
多
く
の
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

極
め
て
印
象
的
で
、
厳
し
く
、
時
に
は
辛
辣
で
も
あ
る
。
今
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
お
い
て
学
究
的
組
織
と
先
住
民
間
に
存
在
す
る
多
く
の
問
題
を
抱
え
た
相
互
作
用

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
必
読
書
で
あ
る
。」

　

A
ssociate Professor R

egina G
anter, G

riffith U
niversity

　
「N

akata

は
、
自
ら
の
著
書
で
彼
自
身
、
一
流
の
先
住
民
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。」

　

R
obert K

enny, Australian H
um

anities Review , Issue 46 , 2007

　
「N

akata

の
こ
の
著
書
は
、
現
時
に
お
い
て
、
先
住
民
教
育
に
対
す
る
政
策
を
論

議
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、N

akata

が
記
述
し
て
い
る
文

化
的
接
触
で
あ
り
、N

akata

と
い
う
極
め
て
有
能
で
あ
る
研
究
者
、
活
動
家
に
よ
る

重
要
な
貢
献
で
も
あ
る
。」

　

Shino K
onishi, A

ustralian N
ational U

niversity, Journal of Australian Studies , 

Vol.32 , N
o.2 , June 2008

　
「D

isciplining the savages: Savaging the disciplines

は
、ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
歴

史
、そ
し
て
ま
だ
大
部
分
が
踏
査
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
研
究
の
分
野
を
調
査
し
た
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

作
品
は
、
諸
島
民
自
ら
の
視
点
に
立
っ
て
そ
の
歴
史
を
検
証
し
た
も
の
で
も
あ
る
。」

　

Sue M
cG

inty &
 Tyson Yunkaporta, Journal of Royal Anthropological Institute , 

Vol.15 , N
o.2 , June 2009

　
「
彼
の
作
品
は
、
先
住
民
研
究
に
お
け
る
重
大
な
変
化
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
先
住
民
の
観
点
を
中
心
に
置
く
と
い
う
方
向
転
換
で
あ
り
、
研
究
者
自
身
に

今
ま
で
の
研
究
者
中
心
の
観
点
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
見
直
さ
せ
る
も
の
で
も
あ

る
。
彼
の
巧
妙
な
タ
イ
ト
ル
の
中
に
、
脱
植
民
地
化
を
明
ら
か
に
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
、
研
究
に
お
け
る
先
住
民
の
立
場
を
対
象
物
か
ら
主
体
へ
と
効
果
的
に
変
え
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
、
単
に
反
植
民
地
主
義
を
支
持
す
る
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
先
住
民
研
究
の
将
来
像
、
つ
ま
り
先
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
理
論

を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。」

　

V
icki G

rieves, Cultural Studies Review , Vol.15 , N
o.2 , Septem

ber 2009

　
「
本
作
品
は
、
西
洋
式
高
等
教
育
が
求
め
る
必
要
条
件
を
全
て
満
た
し
、
賞
賛
に
値
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す
る
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
と
し
て
の
最
初
の
博
士
号
取
得
者
で
あ
る
著
者
が
、
そ
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
記
述
し
た
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
えN

akata

は
、
西
洋

式
知
識
の
習
得
や
そ
の
先
住
民
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
批
評
す
る
能
力
を
十
分
に

有
し
て
い
る
。」

　
 Peta Stephenson, Australian H

istorical Studies , Vol. 39 , N
o. 1 , M

arch 2008
　
「N

akata

の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
教
育
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
願
望
が
、
こ
の

本
を
極
め
て
独
創
的
な
作
品
に
仕
上
げ
、
先
住
民
の
知
識
、
伝
統
、
制
度
・
組
織
を

教
授
ま
た
は
学
習
内
容
に
取
り
込
み
た
く
思
っ
て
い
る
先
住
民
、
非
先
住
民
学
究
者

に
と
っ
て
は
、
重
要
な
供
給
源
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。」

　

最
後
に
、
龍
谷
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
時
の
こ
と
を
再
び
振
り
返
る
と
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
先
住
民
と
非
先
住
民
の
和

解(R
econciliation)

に
関
連
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
の
会
場
か

ら
の
質
疑
に
対
す
る
「
非
先
住
民
側
か
ら
理
解
さ
れ
た
和
解
と
い
う
観
念
は
一
切
認

め
な
い
」
と
い
う
彼
の
毅
然
と
し
た
応
答
に
、
改
め
て
彼
が
指
摘
す
る
二
者
択
一
の

姿
勢
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
二
〇
一
八
年
二
月
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
大
学
で

の
再
会
が
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

②�

保
刈
実
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住

民
の
歴
史
実
践
』、
御
茶
ノ
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年

　

保
刈
氏
に
は
実
際
に
お
会
い
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
氏
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立

大
学
大
学
院
に
在
籍
中
に
長
文
の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
紹
介
し
た
い
。
小
学
校
五
年
生
の
時
、
歴
史
で
習
っ
た
「
金

印
」
が
見
た
い
と
、
東
京
の
国
立
博
物
館
ま
で
一
人
で
鈍
行
に
乗
っ
て
行
っ
た
と
い

う
氏
は
、
中
学
校
時
代
〝
内
履
き
用
青
い
紐
使
用
〞
強
制
廃
止
を
訴
え
て
生
徒
会
に

立
候
補
し
、
生
徒
会
長
に
当
選
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
母
校
の
新
潟
大
学
教
育
学
部

付
属
中
学
校
で
は
靴
紐
の
規
制
は
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
、

同
経
済
学
研
究
科
（
修
士
）
修
了
後
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
大
学
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
両
博
士
課
程
で
学
び
、後
者
か
ら
歴
史
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。

氏
は
、
博
士
論
文
作
成
の
た
め
に
滞
在
し
た
グ
リ
ン
ジ
地
方
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
長
老
、
ジ
ミ
ー
・
マ
ン
ガ
ヤ
リ
氏
に
影
響
を
受
け
、
歴
史
に
つ
い
て
真
摯

に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
が
、
本
書
は
、
ガ
ン
発
病
の
た
め
に
あ
と
二
か
月
の
余
命

宣
告
を
受
け
た
中
で
、
そ
の
博
士
論
文
か
ら
日
本
人
読
者
向
け
に
書
き
上
げ
ら
れ
た

遺
作
で
も
あ
る
。
ジ
ミ
ー
爺
さ
ん
に
よ
る
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
を
長
と
す
る

白
人
た
ち
が
犯
し
た
最
も
不
道
徳
な
こ
と
は
、「
や
あ
、
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
も
せ

ず
、
何
を
す
る
に
も
先
住
民
に
許
可
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

①
で
述
べ
た
真
珠
貝
採
取
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
、
ブ
ル
ー
ム
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
木
曜
島

に
渡
っ
た
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
に
も
多
少
、
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に

殺
害
さ
れ
た
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
あ
る
長
老
の
一
人
が
語
っ
た
、

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
や
っ
て
来
て
「
一
緒
に
イ
ギ
リ
ス
と
戦
お
う
」

と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
土
地
返
還
運
動
の
動
機
に
な
っ
た
と
い
う
話
や
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
に
上
陸
後
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
は
、
南
へ
向
か
い
不
道
徳
な
こ
と
を
続

け
て
い
っ
た
（
実
際
に
上
陸
し
た
の
は
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
）

と
い
っ
た
話
を
、
単
に
「
間
違
っ
た
、
滑
稽
な
話
」
と
排
除
し
た
り
、「
メ
タ
フ
ァ
」

と
し
た
り
、「
神
話
」
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
歴
史
を
真
摯
に
受
け
取
ろ
う
と
す
る

姿
勢
で
な
く
、
そ
れ
は
植
民
地
主
義
に
基
づ
い
た
不
道
徳
な
こ
と
を
行
っ
て
き
た
征

服
者
を
ど
の
よ
う
に
見
て
き
た
か
と
い
う
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
歴
史
実
践
を
受
け
止
め
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
筆
者
の
言

葉
、「
歴
史
す
る
こ
と
（D

oing H
istory

）」
や
「
歴
史
へ
の
真
摯
さ
（Experim

ental 

H
istorical Truthfulness

）」
と
い
う
、
権
威
者
に
ま
か
せ
る
こ
と
な
く
自
分
自
身
が

歴
史
家
と
な
っ
て
行
う
と
い
う
歴
史
実
践
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
学
術
書
で
あ
る
。

こ
の
著
書
完
成
後
、
二
〇
〇
四
年
五
月
十
日
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
て
三
十
二
歳
と
い
う

若
さ
で
亡
く
な
っ
た
著
者
の
功
績
を
た
た
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
に

「
保
刈
実
記
念
奨
学
基
金(T

he A
ustralian N

ational U
niversity (A

N
U

): M
inoru 

H
okari M

em
orial Scholarship Fund)

」、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
に
、「
保
刈
実
記
念
奨
学
金
制
度(U

niversity of N
ew

 

South W
ales (U

N
SW

), International H
ouse (IH

): M
inoru H

okari M
em

orial 

Scholarship Fund)
」
が
設
立
さ
れ
た
。
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テーマ書評

③�

鈴
木
清
史
『
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
―
抑
圧
の
は
ざ
ま
で
』
明
石
書
店
、
一
九
九

五
年

　

ま
ず
、
②
の
著
者
、
保
刈
実
氏
が
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
（
進

化
？
）
し
て
い
く
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
昔
の
ま
ま
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん

て
い
う
、
僕
ら
の
自
分
勝
手
な
理
想
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
押
し
売
り
が
、
多
く
の
現
代

ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
、
ど
れ
だ
け
迷
惑
か
わ
か
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
大
学
に
通

う
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
失
業
と
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
苦
し
む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
先
住
民
の
権

利
回
復
問
題
に
熱
心
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
4
Ｗ
Ｄ
で
カ
ン
ガ
ル
ー
を
追
い
か
け
る
ア
ボ

リ
ジ
ニ
、
そ
し
て
、
儀
式
が
始
ま
る
と
夜
明
け
ま
で
歌
い
踊
り
続
け
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
地
で
、
今
現
在
を
生
き
て
い
る
ア
ボ
リ
ジ

ニ
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
多
様
性
な
の
で
す
。
都
市
や
町
に
暮
ら
す

ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
鈴
木
清
史
著
『
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
』
を

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
」（「
ほ
か
り
み
の
る
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ 

第

2
回
：
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
多
様
性
」http://w
w

w.dinkum
-j.com

/STO
RY

/

hokari/hokari2 .htm
l

）
と
い
う
書
評
を
の
せ
て
い
る
ほ
ど
の
、
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ

研
究
者
に
と
っ
て
の
必
読
書
と
も
い
え
る
。
鈴
木
氏
と
お
会
い
し
た
の
は
、
私
が
、

州
立
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
大
学
院
言
語
学
研
究
科
へ
の
派
遣
留
学
中
、
出
身
地

の
京
都
の
紙
袋
を
下
げ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
た
時
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大

学
大
学
院
人
類
学
・
社
会
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
を
修
了
さ
れ
て
帰
国
準
備
中
の

氏
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
帰
国
後
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
ナ
、

ア
シ
ュ
ワ
ー
ス
編
『
世
界
の
少
数
民
族
を
知
る
事
典
』
の
「
Ⅲ　

ア
フ
リ
カ
」（「
北

ア
フ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
」「
エ
チ
オ
ピ
ア
の
フ
ァ
ラ
シ
ャ
人
」「
ア
フ
ァ
ル
・
イ
ッ
サ
」

「
コ
プ
ト
人
」）
及
び
「
Ⅱ　

西
ア
ジ
ア
」
を
氏
と
共
訳
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
国
勢
調
査
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
人
口
約
二
一
五
〇
万

七
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、自
ら
を
先
住
民
と
み
な
す
人
は
五
四
万
八
三
七
〇
人
、こ
の
う

ち
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
み
の
血
統
が
、
約
四
九
万
三
五
〇
〇
人
（
先
住
民
の
九
〇
％
）、

ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
血
統
が
約
三
万
二
九
〇
〇
人
（
同
六
％
）
で
、
残
り
の
約
二

万
一
九
〇
〇
人
（
同
四
％
）
が
両
方
の
血
統
で
あ
っ
た
。
先
住
民
の
居
住
地
と
し
て

は
、
全
体
と
し
て
三
三
％
が
各
州
都
な
ど
の
中
心
部
に
住
ん
で
い
る
が
、
白
人
と
見

分
け
が
つ
か
な
い
先
住
民
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
白
人
と
の
間
に
生
ま
れ
同
化
政

策
の
も
と
に
実
母
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
か
ら
強
制
隔
離
さ
れ
白
人
家
庭
へ
里
子
に
出
さ
れ

た
り
、
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社
会
・
文
化
・
言
語
の
知
識
を
全

く
持
た
ず
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
悩
む
「
盗
ま
れ
た
子
供
た
ち(Stolen 

C
hildren)

」
と
呼
ば
れ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
も
多
く
存
在
す
る
の
が
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社

会
の
現
状
で
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
在
住
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
調
査
を
も
と
に
書
か
れ
た
本
書

は
、
保
刈
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社
会
を
知
る
上
で
、
研
究

者
の
み
な
ら
ず
関
心
あ
る
一
般
読
者
に
と
っ
て
も
必
読
書
と
い
え
る
。

④�

鈴
木
清
史
『
増
補 

ア
ボ
リ
ジ
ニ
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
昨
日
と
今
日
』

明
石
書
店
、
一
九
九
三
年

　

③
の
『
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
』
は
、
鈴
木
氏
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化

人
類
学
的
な
視
点
か
ら
都
市
部
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
対
象
と
し
た
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
何

を
必
要
と
し
て
、
何
に
向
か
っ
て
生
活
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
る
う
え
で

必
要
な
微
視
的
（
ミ
ク
ロ
）
な
視
点
か
ら
の
研
究
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

④
は
、
初
版
が
一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
ア
ボ

リ
ジ
ニ
の
状
況
に
つ
い
て
総
括
的
（
マ
ク
ロ
）
な
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
出
版

当
初
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
は
、「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
」、「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
」、「
ア

ボ
リ
ジ
ン
」、「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
」
な
ど
様
々
に
呼
ば
れ
て
い
て
、「
ア
ボ
リ
ジ
ン
」
を

「
ア
ボ
リ
人
」
と
誤
解
し
て
い
た
人
が
い
た
と
い
う
笑
う
に
笑
え
な
い
よ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
日
本
で
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
英
国
人
が
入
植

す
る
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
先
住
民
が
生
活
し
て
い
た
と
い
う
事
実
さ
え
知

ら
な
い
人
も
多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
の
増
補
で
は
、
鈴
木
氏
は
、
修

正
、
変
更
も
最
小
限
に
と
ど
め
、
本
文
中
の
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
」
と
い
う
古
い
呼
称

を
変
更
せ
ず
に
使
用
し
て
い
る
。
増
補
版
の
刊
行
当
時
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
状
況
を
反

映
さ
せ
る
意
味
で
、
初
版
の
「
お
わ
り
に
」
に
か
わ
っ
て
、
補
遺
と
し
て
以
下
の
書

き
お
ろ
し
が
追
加
さ
れ
た
。（
一
）
一
九
八
一
年
以
降
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
人
口
の
動
向
と

そ
こ
に
見
ら
れ
る
現
象
、（
二
）
一
九
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
導
入
さ
れ
た
優
先
政
策
が

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
社
会
経
済
的
地
位
に
与
え
た
変
化
、（
三
）
拘
留
さ
れ
て
い
る
ア
ボ
リ
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ジ
ニ
の
間
で
頻
発
し
て
い
る
非
正
常
死
の
問
題
、（
四
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
策
で

あ
る
文
化
多
元
主
義
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
与
え
た
影
響
。
な
お
、
こ
の
補
遺
で
は
筆
者

の
関
心
を
反
映
さ
せ
て
、
当
時
日
本
で
も
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
」
と

い
う
呼
称
を
採
用
し
、
統
計
だ
け
の
紹
介
・
分
析
に
加
え
、
現
地
で
得
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
た
ち
の
「
生
の
声
」
も
加
え
ら
れ
、
新
し
い
状
況
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。

⑤�

藤
川
隆
男
編
著
『
白
人
と
は
何
か
？　

ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
』

刀
水
書
房
、
二
〇
〇
五
年

　

第
Ⅰ
部
で
は
全
般
的
理
論
、
第
Ⅱ
部
で
は
白
人
の
歴
史
的
形
成
、
第
Ⅲ
部
で
は
非

白
人
の
側
か
ら
見
た
白
人
、
第
Ⅳ
部
で
は
白
人
性
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
本
書
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
学
生
に
よ
る
各
章
の
要
約
と
感
想
、
著
者
に
よ
る

感
想
へ
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
編
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
白
人
性
（
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
）
の
問
題
が
、
近
年
、
歴
史
学
や
文
学
、
女
性
学
や

人
種
研
究
、
社
会
学
や
法
学
、
教
育
学
や
心
理
学
な
ど
人
文
・
社
会
科
学
の
広
い
領

域
で
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
、
白
人
研
究
を
日
本

で
初
め
て
体
系
的
に
解
説
し
た
書
物
で
あ
る
。
特
に
、
第
十
二
章
「
歴
史
と
し
て
の

白
人
像
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
オ
ー
ラ
ル
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
は
、
ア

ボ
リ
ジ
ニ
研
究
者
と
し
て
は
興
味
深
か
っ
た
。
内
容
を
一
部
紹
介
す
る
と
、
キ
ャ
プ

テ
ン
・
ク
ッ
ク
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
は
征
服
者
で
、
植
民
地
化
の
実
行
者
で

あ
る
。
こ
の
ク
ッ
ク
と
対
照
的
に
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
抑
圧
や
死
を
も
た
ら
さ
な
い
で
、

反
対
に
ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム
の
精
霊
と
同
様
に
、
法
や
秩
序
を
も
た
ら
し
、
共
感
す
べ

き
一
人
の
白
人
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
流
刑
囚
の
息
子
、
ネ
ッ
ド
・
ケ
リ
ー

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
既
存
の
権
力
に
疑
問
を
持
ち
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
な
り
、

警
察
官
と
の
銃
撃
戦
で
負
傷
後
捕
え
ら
れ
て
メ
ル
ボ
ル
ン
刑
務
所
で
絞
首
刑
に
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
・
リ
バ
ー
・
タ
ウ
ン
ズ
の
ヤ
ラ
リ
ン
族
の
人
々
の
間

で
は
、
こ
の
ネ
ッ
ド
・
ケ
リ
ー
の
物
語
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

 

（
は
ま
し
ま　

 

さ
と
し
）
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